
職業キャリア教育

平成２４年度 「大学間連携共同教育推進事業」 選定取組

取組名称：短期大学士課程の職業・キャリア教育と共同教学ＩＲネットワーク
取組大学：佐賀女子短期大学（代表校）、香蘭女子短期大学、精華女子短期大学、福岡女子短期大学、
西九州大学短期大学部、長崎女子短期大学、長崎短期大学

短期大学コンソーシアム九州はその前身である研究会の発足から10年。短期大学の地域における役割は「分厚い
中堅人材の育成」にあり、効果の高い実現方法は「職業キャリア教育」であることが分かってきた。これらの知見を
基に短期大学の2年間という特徴に合わせた、「教育の質保証の仕組み」と「スタンダード」の確立を目指す。
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短期大学の現状

単独で取り組むのは難しい

①組織的・体系的に教育を支える
②成果を社会や地域の活性化に生かす

①規模が小さい
②経営環境の厳しい所が多い

入
学

卒
業

卒
業
後

共同して取り組みを進める

背景・問題点 取り組み内容

初期調査 成果検証① 成果検証②

Ａ．職業キャリア教育・方法論の開発

Ｂ．学びの成果指標の開発

システム化による手間のかからな
い成果検証スキームの実現

実 施

共同教学ＩＲネットワークシステムの構築

学生

職業キャリア
教育・方法論

開発改善サイクル

連携校共通
「学びの成果」検証指標

企画改善サイクル
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本コンソーシアム
付属「研究センタ」

学生調査
夢・目標設定
セルフチェック

学修
ポートフォリオ

ｅ‐ラーニング
プラットフォーム

教育成果測定
・集計・分析
を簡便化

共通キャリア
教育として

初年時に指導

自らの成長を実感し
単位取得状況から

指向を把握

（学生非公開）
教職員向け学生
個別指導履歴

入学前の共通の
学習教材

学生
サポートメモ成果共有

日本私立短期大学協会など
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